
 出生にかかる現状 

項 目 現 状 

出生数(県内) 
S48 97,813 人 → ⑰47,951 人、⑱49,573 人、 

⑲49,289 人、⑳49,222 人〔⑰～⑳+2.7%〕 

合計特殊出生

率(県内) 

S45 2.12→⑰1.25､⑱1.28､⑲1.30､⑳1.34 

 〔⑰～⑳+0.09 ポイント〕 

①有配偶者率

の推移(県内) 

20～39 歳女性の有配偶者率 

 S50 72.5% → ⑰52.1% 〔△20.4 ポイント〕(国調) 

②女性人口の

推 移 見 込 み

(県内) 

20 歳～39 歳の県内女性人口 

 ⑰75.6 万人(実績) → 26 62.7 万人(推計) 

                      〔△約 17%〕 

 

項 目 現 状 

出産後の 

不安 
産後うつの発生率：⑬13.4% → ⑰12.8% （国） 

子育てに対

する自信の

有無 

自分の子育てがこれでよいのか自信がなくなる

人の割合 

母親 69.4% 父親 52.6%            (⑲国) 

子育てへの

自 信 が な く

なる原因 

親として未熟である： 

母親 52.5%（１位） 父親 38.9%（２位） 

子どもと過ごす時間や会話が少ない： 

父親 39.6%(１位) 母親 17.1%(５位)  (⑲国) 

③保育所待

機児童数と

定員増加数 

待機児童数⑰1,056 人→⑲675 人→ 21 905 人 

 〔⑰～21 △14.3%〕 

（定員増加数⑰1,232 人→⑲785 人→ 21 1,110 人(予定)） 

定員減少数⑰160 人→⑲385 人→ 21 341 人  (県)

④望ましい

保育所のサ

ービス 

1 位：待機しなくても入所できるよう保育所の数･定員の増加 

64.9%(⑯62.8%(1 位)) 

2 位：病児・病後児保育の充実 

54.7%(⑯44.4%(４位))        ( 21 国) 

特別支援学

校在籍者数 

小学校：⑰3,065 人→⑳3,684 人〔⑰～⑳+20.2%〕 

中学校：⑰1,218 人→⑳1,451 人〔⑰～⑳+19.1%〕 

(県)

しつけの度

合い 

しつけができているかとの問いに、 「どちらか

と言えばできていない」「まったくできていない」

と回答した人の割合：52.6%          (⑲国) 

出
産
・
子
育
て
関
係 

⑤しつけが

で き て い な

い理由 

しつけができていない理由として 

1 位：親自身が基本的な生活習慣が身につ

いていない 60.3% 

2 位：親の責任感や心構えが弱い 58.0% 

3 位：祖父母世代から父母世代に知恵が 

伝承されていない 33.7%      (⑲国) 

 

少子化問題を取り巻く現状 

新ひょうご子ども未来プラン(計画期間 H22～26 年度) 骨子（現状・背景編①） 

①女性有配偶率の推移(県内) ②20～39 歳の県内女性人口の推移（見込み） 

【女性人口の推移】

昭和 50 年に約 7 割あった 20～39 歳女性の有配偶率は、平成

17 年は約 5 割まで低下。特に 25～29 歳と 30～34 歳の減少が

顕著 

④充実が望まれる保育サービス内容 

充実が望まれる保育所のサービスは、１

位が保育所数や定員の増、２位が病児・

病後児保育の充実となっている。 

(少子化社会対策に関する子育て女性の意識調査) 
(H21 内閣府)) 

⑤親の子どもに対するしつけができていない理由

(国民生活選好度調査(H19 内閣府)) 

【しつけがきちんとできていない理由】

③保育所待機児童数と定員増減の推移（県内） 

平成 17 年 4 月 1 日に 1,056 人あった待機児

童数は、保育所整備に伴う定員の増加によ

り 18 年度が 873 人、19 年度が 675 人と減少

したが、20 年度は 770 人、21 年度は 905 人

と増加傾向にある。 

【保育所待機児童数の推移】 

平成 17 年に約 75 万人だった 20～39 歳女性の県内女性人口

は、26 年には 60 万人近くまで減少する見込み 

【女性有配偶率の推移】 

待機しなくても入所できるよう
保育所の数や定員を増やす

病児・病後児保育の充実

延長保育の充実

一時保育の充実

休日保育の充実

必要に応じて柔軟に
行われる保育の充実

バスなどによる保育所まで
の送迎サービスの実施

夜間保育の充実

0歳児保育の充実

保育所と幼稚園の
機能を一体化する

保育所内子育て相談
コーナーの設置・拡充

今のままでよい

その他

わからない

【望ましい保育所のサービス】 

親自身が基本的な生活習
慣が身に付いていない

親の責任感や心構えが弱い

祖父母世代から父母世代
に知恵が伝承されていない

家族が一緒に過ごす
時間が少ない

親の仕事が忙しすぎる

育児や教育に関する情報が
氾濫しすぎで親が惑わされている

しつけなどについて親が気軽
に相談できる相手がいない
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しつけができていない理由は、１位が親の基本

的生活習慣の問題、２位が親の責任感の弱さ、

３位が祖父母の知恵が伝承されていないとなっ

ている。 

今回調査 
n=2,713 

平成 16 年度調査 
n=2,260 
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項 目 現 状 

⑥ 子 ど も を

取り巻く環境

の問題点 

1 位：子どもが戸外で遊ぶことが少なくなった 67.8% 

2 位：自然にふれ合う機会が少なくなった 65.8% 

3 位：生活上の基本的なルールを知らない子どもが多

くなった 57.6%                 (⑲国) 

子
ど
も
の
成
長
関
係 

不登校児数

の推移 

小学校：⑰832 人→⑳763 人 〔⑰～⑳△8.2%〕 

中学校：⑰4,335 人→⑳4,432 人 〔⑰～⑳+2.2%〕    

(県) 

⑦非正規雇

用者の割合 

25～34 歳の非正規雇用者の割合 

男 ⑭9.6% → ⑲14.3% 〔⑭～⑲+4.7 ポイント〕 

女 ⑭41.3% → ⑲45.0% 〔⑭～⑲+3.7 ポイント〕   

(県) 

結婚に対す

る意欲 

「いずれ結婚するつもり」 (⑰国) 

男：87.0% 女：90.0% 

就
労
・
結
婚
関
係 未婚者が結

婚 で き ない

理由 

「適当な相手にまだめぐりあわない」 

男 45.0% 女 49.0%（男女とも 1 位回答） 

「結婚資金が足りない」  

男 27.3% 女 15.7%（男女とも 2 位回答） 

「異性とうまく付き合えない」  

男 11.3% 女 7.3%（男女とも 3 位回答）    (⑰国) 

子
育
て
と
仕
事
の
両
立
関
係

子育て世代

女 性 の う ち

働きたい人

の割合と働

いている人

の割合 

30～40 代女性のうち働きたい人の割合→働いている

人の割合(⑲国) 

子ども 3 歳以下：42.4%→25.1% 

4 歳～就学前：72.3%→37.4% 

小学生：90.6%→44.1% 

中学生以上：95.1%→54.7% 

近所付き合

いの程度 

S50 付き合いがある：85.6% →⑲行き来している：54.6% 

S50 付き合いがない：13.6%→⑲行き来していない：50.3% 

                                      (⑲国) 

⑧ 子 ど も を

も つ 親 に と

ってあれば

い い と 思 う

地域活動 

1 位：子育てに関する悩みを気軽に相談できるような 

活動 60.9% 

2 位：子育てをする親同士が話ができる仲間づくりの 

活動 49.9% 

3 位：不意の外出の時などに子どもを預かる活動 

44.8%                      ( 21 国) 

家
庭
・
地
域
の
意
識
関
係 

人間関係が

難しくなった

原因 

1 位：人々のモラルの低下 55.6% 

2 位：地域のつながりの希薄化 54.3% 

3 位：人間関係を作る力の低下 44.5%      (⑯国) 

 

少子化問題を取り巻く現状 

新ひょうご子ども未来プラン(計画期間 H22～26 年度) 骨子（現状・背景編②） 

⑥問題と思う子どもを取り巻く環境の変化 ⑦年齢別男女別非正規雇用者の割合 

平成 14 年と 19 年を比較するとほぼ全年齢層で非正規雇用の

割合が増加している。また男性と比較し女性の非正規雇用率

が高い。 
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H14男性 H19男性 H14女性 H19女性
⑧子どもを持つ親が望む地域活動 

親が望む地域活動は、１位が子育ての悩み相談、２位が子育ての

仲間づくり、３位が子どもの一時預かりの順となっている。 

【子どもを取り巻く環境について問題だと思うこと】

子どもを取り巻く環境で問題だと思うことに対して、「子どもが戸外で遊
ぶことが少なくなった」、「自然にふれ合う機会が少なくなった」、「生活
上の基本的なルールを知らない子どもが多くなった」が上位を占めて
いる。 

(就業構造基本調査) 

【子どもを持つ親にとってあればいいと思う地域活動】 

戸外で遊ぶことが少なくなった

自然にふれ合う機会が少なくなった

生活上の基本的なルール(あいさ
つ、マナー等)を知らない子どもが

多くなった

塾や習いごとで時間的な
余裕がなくなった

非行が低年齢化している

世代間の交流が少なくなった

子どもが集団体験をする
機会が少なくなった

学校 5 日制の影響などで平日の
子どもの遊ぶ時間が少なくなった

子育てに関する悩みを気軽に相談

子育ての親同士が話ができる仲間づくり

不意の外出の時などの子どもの預かり

子育て家庭の家事を支援

子どもにスポーツや勉強を教える

子育てに関連した情報を簡単に入手しあう

子どもと遊んでくれる

(子育てに関する意識調査(H１5 こども未来財団)) 

(少子化対策に関する特別世論調査
（H21 内閣府）)

【年齢別非正規雇用者の割合】 

平成２１年１月調査 n=1,781 

平成１６年９月調査 n=2,108 

全体 

女性 

男性 
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新ひょうご子ども未来プラン(計画期間 H22～26 年度) 骨子（体系・施策編） 

めざす社会像と少子対策推進の課題 

Ⅰ 親子ともにすくすく・いき
いき育つ 
～こんにちは、ひょうごの

赤ちゃん～ 

４ 親子の仲間づくりと子育て相談 

５ 基本的生活習慣を取り戻す 

６ 親の子育て力アップを応援 

12 学校教育での様々な体験活動は 

13 地域における体験の場づくりを 

14 確かな学力の確立や豊かな心

の充実へ 

15 子どもたちの心を支えるシステ

ムは 

16 若者の就業支援は 

17 出会い結婚の支援は 

18 結婚・子育てを支える住まいは 

19 子育てと仕事が両立できる職

場環境づくりへ 

20 子育て後の再就業は 

21 かけがえのないものを次代に

つなぐ家庭・地域づくりへ 

22 “地域祖父母”の活躍を 

23 大切な子どもと家庭を守るセーフ

ティネットは 

24 

 

 

 

25 子育てを大切にする社会への協働 

Ⅲ たくさんの人間関係のなかで、体験を

重ねる子どもたち 

Ⅳ たくましく自立するひょうごの若者 

Ⅴ 生活を豊かにする子育てと仕事のバ

ランス 

Ⅵ 家庭と地域が包む、安心の子育てへ 

 ～“良きおせっかい社会”による家庭応援～

かけがえのないものを次代につな

ぐ思いを共有し、“良きおせっかい

社会”による安心と協働の子育てを

推進します。 

男女ともの働き方を見直し、子育てと
仕事のバランスがとれた環境づくりを
推進します。 

就業へのサポートと、出会い・結婚
への支援を行い、未来を担う若者の
自立を応援します。 

さまざまな体験や交流を通じた豊か
な人間性づくりや仲間づくり、子ども
の悩みなどへの適切なサポートを行
います。 

施策体系

○子どもたちが多くの経験を重ねながら育つこ
とが必要 

○子どもたちが自尊感情をもって育っていける
ことが必要 

○若者が安心して家庭を持つためには、経済
的な安定が必要 

○結婚相手と出会うための機会づくりを増やす
ことが必要 

○結婚・出産後も子育てと仕事が両立できる環
境づくりが必要 

○子育てで離職しても円滑に再就業できること
が必要 

○次世代の子どもたちを大切に育てていくため
に社会全体が力を合わせていくことが必要 

○地域ぐるみの児童虐待等への適切なサポー
トの仕組みづくりが必要 

親の子育て
力アップと
親子の仲間
づくりへ 

安 心 の 妊

娠･出産を

１ 安心のマタニティライフへ 

２ 不妊に悩む夫婦への支援は 

３ 出産直後の支援は 

○安心して出産し、産後が過ごせる環境づくり
が必要 

○親が育児の知恵・方法を習得し、ゆとりをもっ
た子育てを行うことが必要 

⑦　経済的支
援 6%

⑧　小児科･
産科医確保

4%

⑥　保育サー
ビスの拡充

10%

⑤　仕事と子
育ての両立

10%

④　子どもの
健康でたくま
しい成長 13%

③　親の子育
て力向上や

家庭の大切さ
14%

②　出会い結
婚支援 15%

①　地域での
子育て支援
の強化 18%

⑩　その他
7%

⑨　妊娠・出
産の支援 3%

・開催回数：56 回（6.11～） 
・参加人員：2,316 人 
・意見数：1,067 件 

リ レ ー ト ー ク：609 件 

意見募集：458 件（256 人） 

新プラン策定にかかるリレートークの意見結果 

■ 妊婦健診、周産期医療体制整備 

■ 特定不妊治療支援、不妊専門相談

■ こんにちは赤ちゃん支援事業 

■ 乳幼児子育て応援事業、まちの子

育てひろば 

■ 子どもの生活習慣づくり県民行動指標

■ 親学習プログラム、わくわく親ひろば

７ 保育所整備等の確実な推進を 

８ すべての子どもたちのための保

育などのサービスを 

９ 子どもたちのための安心の医療へ 

10 障害児への支援は 

11 子育てを応援する経済的支援は 

■ 保育所整備･定員増･延長保育
等、事業所内保育施設、病児・病
後児保育の支援 

■ 認定こども園、ひょうご放課後プラ
ン、一時保育、ﾌｧﾐﾘｰｻﾎﾟｰﾄｾﾝﾀｰ

■ 小児救急医療体制、小児科・産科
医確保、乳幼児等医療費助成 

■ 発達障害児支援体制の整備 
■ 出産一時金、児童扶養手当 

■ 自然学校、トライやるウィーク、トラ
イやる・ワーク、高校生就業体験 

■ 子どもの冒険ひろば・若者ゆうゆう広場、
子育て応援協定団体等による体験学習 

■ 新学習システム推進、学校支援地
域本部、道徳教育 

■ ひょうごユースケアネット、ひょうご
っこ悩み相談、ヤングトーク 

■ 若者しごと倶楽部、高校新卒者の

就職支援 

■ ひょうご出会い支援事業（体験型イ

ベント、婚育セミナー等） 

■ 特優賃ハッピー応援プラン(住公) 

■ ひょうご仕事と生活センター事業、

  企業・団体との子育て応援協定 

■ ひょうご女性チャレンジ支援プロジ

ェクト 

■ ひょうご家庭応援県民運動、 
中高生向け親学習プログラム 

■ まちの寺子屋プロジェクト、地域“孫そ
だて”事業、ひょうごあそびの伝承師 

■ 児童虐待防止相談指導体制整備、
オレンジネット、子育て応援ネット、
児童養護施設 

■ 防犯活動支援、交通安全、 
県民交流広場事業、 
ユニバーサル社会づくり 

■ 政・労・使三者合意、大学との協
働、地域団体、職域団体、ＮＰＯ
等との協働事業 

〔6 本柱〕 〔アクション25(支援項目)〕 〔主要事業〕少子・高齢化により人口バランスの不均衡化が
進む中、少子化に歯止めをかけるとともに、県民
が安心と喜びをもって家庭を築き、子どもを生み
育てていける環境整備の強力な推進が必要 

だれもが安心して妊娠･出
産を迎え、子どもはすくす
く、親はいきいきと、とも
に喜び、ともに成長するた
めの支援をします。 

①子どもたちの安全を守る 
②地域コミュニティの拠点づくりは 
③安心のユニバーサル社会を 

安心のまちづくりは 

Ⅱ 子どもの成長を支援する安心・確実な

社会システム 

確実な保育サービス、小児医療体制の強
化、障害児への支援など、子どもの成長
を見守る安心・確実な環境づくりを進め
ます。 

○必要な時にいつでも保育サービスが受けられ
ることが必要 

○どこにいても安心できる小児医療サービス体
制整備が必要 

○発達障害等への適切な支援体制整備が必要

安心できる妊娠･出産環境により、すべての親
子がともに喜び、ともに成長できる社会 

子どもたちが体験を通じて豊かな人間性を育
みながら成長できる社会 

若者たちが安心して結婚し、安定した家庭を
築くことができる社会 

父親も母親も子育てと仕事のバランスをとって
充実した生活ができる社会 

かけがえのない大切なものを次代につなぎ、
みんなで子どもたちと子育てを支える社会 
 

保育や小児医療システム等が整った安心でき
る社会 

① 子育て支援制度の充実や働き方の見直しに

より、子育て支援環境を整備すること 
② 家庭・地域・職域で共感をもって子どもたちを包

む、安心と喜びの子育てを進めること 

③ 家庭や地域の大切さ、失ってはならないかけ

がえのないものを次世代につなぐこと 

＜出生数目標＞ 

２４万人 

H23～27 年までの 5 年間で 

（年間４.８万人） 

＜理念目標＞ 

新プランの目標 

新プランの特色 

① 子育て支援制度の充実と、子育てと仕事のバラン

スがとれる環境整備の積極的推進 

② 社会生活の基本となる親育ちと家庭力向上への取

り組み強化  

③ “良きおせっかい社会”による子どもたち・若者たち

への重点的支援 

④ 各家庭や各地域の違いに応じた多様な支援 

⑤ 施策効果がわかりやすい出生数目標の設定 

⑥ 県民が使いやすく、すぐに役立つ行動計画 
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県内市町合計特殊出生率（H17（国勢調査））
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県内市町15歳未満の子どものいる世帯の三世代同居率（H17（国勢調査））
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県内市町30代女性の労働力率（H17（国勢調査））
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県内市町40代女性の労働力率（H17（国勢調査））
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（少子対策課作成） 

〔市町別 出生率、三世代同居率、子育て世代女性の労働力率〕 
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 1 背景 

 (1) これまでの取り組み 

    兵庫県では、平成 17 年 8 月に庁内横断組織として少子対策本部を設置して以降、同年度末に

「ひょうご子ども未来プラン」を策定し、「一人ひとりが生命の大切さ、家庭や子育ての大切さ

を考え、だれもが安心して子どもを生み育てることができる地域社会の実現」及び「18 年から

22 年までの５年間で 25 万人の出生数」を目標として掲げ、総合的・先導的な少子対策を推進し

てきました。 

   その結果、出生数については、平成 17 年に 47,951 人まで大きく減少したのが、プラン開始の

翌 18 年に、対前年比で全国(2.9%)を上回る 3.4%増の 49,573 人となったのち、19 年は 49,289

人、20 年は 49,222 人、21 年は    人と、年間目標の 5万人に近い水準で推移しています。 

また、合計特殊出生率は、平成 17 年は 1.25 でしたが、18 年は 0.03 ポイント増の 1.28、19 年

は 0.02 ポイント増の 1.30、20 年はさらに 0.04 ポイント増の 1.34 まで回復し、全国順位も 17

年の 38 位から 20 年では 35 位まで上昇しました。 

 
(2) 取り組み強化の必要性 
   しかしながら、全体的に見れば、出生数は依然として減少したままで止まっており、少子・高

齢化が進展する中、今後、人口バランスの不均衡化がさらに進むとともに、団塊ジュニア世代  

の加齢もあいまって、出産適齢期の県内女性人口の減少が始まることが見込まれることから、少

子対策の一層の取り組み強化が求められます。 
   また、出生数の問題に加え、県民が安心と喜びをもって家庭を築き、子育て支援や親自身の子

育て力向上の支援を行うことができる質の高い支援環境づくりを強力に進めていくことも必要

です。 
 
(3) 新しいプランの策定方針 
   こうしたことから、 
   ①「子育て支援制度の充実や働き方の見直しによる、子育て支援環境の整備」 

   ②「家庭・地域・職域で共感をもって子どもたちを包む、安心と喜びの子育てを進める」 

   ③「家庭や地域の大切さ、失ってはならないかけがえのないものを次世代つなぐ」 
  という３つの考え方を基本に、これまでの「ひょうご子ども未来プラン」の達成状況や少子化問

題をとりまく状況の変化等を踏まえて、次の６つの特色を持つ、今後５年間の兵庫県の「新ひょ

うご子ども未来プラン」を策定します。 
 
 
 
 
 
 
 

第１章 新ひょうご子ども未来プランの基本的な考え方 

 
 
① 子育て支援制度の充実と、子育てと仕事のバランスがとれる環境整備の積極的推進 

② 社会生活の基本となる親育ちと家庭力向上への取り組み強化 

③“良きおせっかい社会”による子どもたち・若者たちへの重点的支援 

④ 各家庭や各地域の違いに応じた多様な支援 

⑤ 施策効果がわかりやすい出生数目標の設定 

⑥ 県民が使いやすく、すぐに役立つ行動計画 

６つの特色 
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年度         国          県 
 ６ 
 ９ 
１１ 
１３ 
１５ 
 
１６ 
 
１７ 
１８ 
１９ 
２０ 
２１ 

エンゼルプラン策定 
 
新エンゼルプラン策定 
 
次世代育成支援対策推進法成立 
少子化社会対策基本法成立 
少子化社会対策大綱策定 
子ども・子育て応援プラン策定 
 
 
｢子どもと家族を応援する日本｣重点戦略報告

 
少子化社会対策大綱改定 
子ども・子育て応援プラン改定 

 
“すこやかひょうご”子ども未来プラン策定 
 
“すこやかひょうご”子ども未来プラン改定 
 
 
 
 
ひょうご子ども未来プラン策定 
ひょうご子ども未来プラン プログラム2007策定

ひょうご子ども未来プラン プログラム2008策定

ひょうご子ども未来プラン プログラム2009策定

新ひょうご子ども未来プラン策定 

新ひょうご子ども未来プラン プログラム2010策定 

 
２ 新プランの位置付け、計画期間 

 (1) プランの位置付け 

  ○ このプランの位置付けは、次世代育成支援対策推進法第９条に基づく都道府県後期行動計画

であり、県が実施する施策とともに、広域的な立場から市町を支援する施策や子育て支援に取

り組む地域団体・ＮＰＯ、企業などを支援する施策をとりまとめた計画です。 

  ○ また、少子・高齢化に向けた今後の取り組みの方向性などを示す「少子・高齢社会ビジョン」

の視点を見据えて策定した、少子対策を重点的に推進するための行動計画です。 

  ○ なお、このプランは本県の「兵庫県子ども・若者計画」（＊１）、「兵庫県保育計画」（＊２）、「健

やか親子 21 兵庫県計画」(＊３)にも位置付ける計画です。 

 

（＊１）「子ども・若者育成支援推進法」第 9 条に基づく法定計画 

（＊２）「児童福祉法」第 56 条の 9 に基づく法定計画 

（＊３）「健康増進法」第 8 条に基づく法定計画 
 

 (2) 計画期間 

    平成 22 年度から平成 26 年までの５年間です。 
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１ 出生数・合計特殊出生率の推移 

 (1) 出生数 

本県の出生数は、1973 年(昭和 48 年)の 97,813 人をピークにそれ以降は減少傾向にあり、2005 
年(平成17年)には47,951人まで下がりましたが、2006年(18年)に49,573人まで増加したあと、

2007 年(19 年)は 49,289 人、2008 年(20 年)は 49,222 人、2009 年(21 年)は○○○人と、ほぼ 5
万人に近い水準で推移しています。 

図表 1 出生数の推移（兵庫県） 

 
 

 

 

 

 

(2) 合計特殊出生率 

昭和 40 年代には 2 以上ありましたが、それ以降はほぼ一貫して低下し、平成 16 年に 1.24、
17 年に 1.25 となりました。その後は増加に転じ、18 年は 0.03 ポイント増の 1.28、19 年は 0.02
ポイント増の 1.30、20 年はさらに 0.04 ポイント増の 1.34 となり、全国順位も 17 年の 38 位か

ら 35 位まで上昇しました。 

図表 2 合計特殊出生率の推移（兵庫県） 

 

 

 

 

 

 

 

２ 女性の有配偶率の推移 

   15～49 歳女性の有配偶率は、1970 年代後半に約 7 割ありましたが、その後減少傾向が続き、 
  特に 20～24 歳及び 25～29 歳の女性の減少が顕著になっています。 

図表 3 女性有配偶率の推移（兵庫県） 

 
 
 

 

 

 

 

第２章 出生状況及び少子化問題を取り巻く現状 
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資料：人口動態統計・月報年計（厚生労働省）2005～は 兵庫の統計 推計人口（県統計課）〔外国人含む〕

資料：人口動態統計（厚生労働省）
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３ 女性人口の推移見込み 

   20～39 歳の県内女性人口は、平成 17 年に 75.6 万人いましたが、平成 26 年には 62.7 万人ま 
  で減少（約 17％減少）することが見込まれます。 

図表 4 20～39 歳の県内女性人口の推移（見込み） 

区分 H17 H18 H19 H20 H21 H22 H23 H24 H25 H26

20～39 歳女性人口(千人) 756 755 744 731 716 701 683 665 645 627

(H17 を 100 としたときの数値) (100) (99.8) (98.4) (96.7) (94.7) (92.6) (90.3) (87.9) (85.3) (82.8)

 

 

４ 少子化問題を取り巻く現状 

(1) 出産後の不安 

出産後に産後うつ病にかかる人の割合は、平成 13 年に 13.4％、平成 17 年は 12.8％で微減傾

向にありますが、依然として 1 割以上の人が産後うつ病を発症しています。 

図表 5 産後うつ病の発症率 

 
 
 
 
 
 
(2) 子育てに対する自信の有無 

自分の子育てがこれでよいのか自信がなくなる、ときどきなくなると答えた親の割合は、母親

69.4％、父親 52.6%となっており、子育てについて自信を持てない親が多いことがうかがえます。 

図表 6 子育て意識(母親) 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

資料：H17 国勢調査を基に県少子対策課推計

13.4% 12.8%

0.0%

5.0%

10.0%

15.0%

20.0%

H13 H17

資料：健やか親子 21 中間評価報告書（厚生労働省） 

子どもがかわいくてたまらないと思う 

子どもを育てるのは楽しくて幸せなことだと思う 

子どもと遊ぶのはとてもおもしろいと思う 

自分の子どもは結構うまく育っていると思う 

子育てによって自分も成長していると感じる 

子どもが自分の言うことを聞かないのでイライラする 

子どもが将来うまく育っていくかどうか心配になる 

自分の子育てがこれでよいのか自信がなくなる 

子どものことでどうしたらよいか分からなくなる 

子どもに八つ当たりしたくなる 

子どもを育てるために我慢ばかりしていると思う 

子育てをしていると社会から取り残されているような気がする 

同年齢の子どもに比べて，自分の子どもは幼いと感じる 

子どもの存在そのものがわずらわしくなる 

(n=2447) 

資料：子育てに関する意識調査（H19 子ども未来財団） 

よくある ときどきある あまりない 全然ない
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図表 7 子育て意識(父親) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(3) 保育所待機児童数と定員の増減数                    

平成 17 年 4 月 1 日に 1,056 人あった待機児童数は、保育所整備等に伴う定員の増加により 18
年度が 873 人、19 年度が 675 人と減少しましたが、20 年度は 770 人、21 年度は 905 人と増加傾

向にあります。一方で郡部を中心に定員減を行っており平成21年度は341人減となる見込みです。 

図表 8 保育所待機児童数と定員増減の推移（兵庫県） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

子どもがかわいくてたまらないと思う 

子どもと遊ぶのはとてもおもしろいと思う 

子どもを育てるのは楽しくて幸せなことだと思う 

自分の子どもは結構うまく育っていると思う 

子育てによって自分も成長していると感じる 

子どもが将来うまく育っていくかどうか心配になる 

自分の子育てがこれでよいのか自信がなくなる 

子どもが自分の言うことを聞かないのでイライラする 

子どものことでどうしたらよいか分からなくなる 

子どもを育てるために我慢ばかりしていると思う 

子どもに八つ当たりしたくなる 

同年齢の子どもに比べて，自分の子どもは幼いと感じる 

子どもの存在そのものがわずらわしくなる 

子育てをしていると社会から取り残されているような気がする 

 (n=824) 

資料：子育てに関する意識調査（H19 子ども未来財団） 

よくある ときどきある あまりない 全然ない

区分 17 年度 18 年度 19 年度 20 年度 21 年度 
定員増

(人) 1,232 人 1,522 人 785 人 710 人 1,110 人 
(計画) 

定員減

(人) 160 人 190 人 385 人 570 人 341 人 
(計画) 

資料：県児童課調べ
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(4) 望ましい保育所のサービス 

充実が望まれる保育所のサービスは、１位が保育所数や定員の増、２位が病児・病後児保育の

充実、3 位が延長保育の充実で、特に病児･病後児保育は前回調査の 4 位から 2 位へ順位が上が

っています。 

図表 9 充実が望まれる保育サービス内容 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
(5) 特別支援学校在籍者数 

特別支援学校在籍者数は、小学校は平成 6 年以降、中学校は平成 9 年以降増加傾向にあり、

特に小学校在籍者数の増加が顕著となっています。 

図表 10 特別支援学校在籍者数（兵庫県） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

資料：少子化社会対策に関する子育て女性の意識調査（H21 内閣府）

待機しなくても入所できるよう保育所の数や定員を増やす 
 

病児・病後児保育の充実 

延長保育の充実 

一時保育の充実 

休日保育の充実 

必要に応じて柔軟に行われる保育の充実 

バスなどによる保育所までの送迎 

サービスの実施夜間保育の充実 

０歳児保育の充実 

保育所と幼稚園の機能を一体化する 

保育所内子育て相談コーナーの設置・拡充 

今のままでよい 

その他 

わからない 

今回調査 
n=2,713 

平成 16 年調査 
n=2,260 
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資料：学校基本調査（県教育委員会）
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(6) しつけの度合い 

昔と比べて、親は自分の子どもに対してしつけがきちんとできていると思うかという問に、「ど

ちらかと言えばできていない」「全くできていない」と回答した人の割合は半数以上にのぼります。 

図表 11 親の子どもに対するしつけの度合い 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
(7) しつけができない理由 

しつけができていない理由として、１位が親の基本的生活習慣の問題、２位が親の責任感の弱

さ、３位が祖父母の知恵が伝承されていないとなっており、高度成長時代に親自身が受けたしつ

けのあり方や家族のつながりの変化による家庭の子育て力の低下が、その原因として考えられま

す。 

図表 12 しつけができていない理由 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

資料：国民生活選好度調査（H19 内閣府）

親自身が基本的な生活習慣が身に付いていない 

親の責任感や心構えが弱い 

祖父母世代から父母世代に知恵が伝承されていない 

家族が一緒に過ごす時間が少ない 

親の仕事が忙しすぎる 

育児や教育に関する情報が氾濫しすぎで親が惑わされる 

しつけなどについて親が気軽に相談できる相手がいない 

資料：国民生活選好度調査（H19 内閣府）

よくできている 
どちらかと言えば 
できている 

どちらかと言えば 
できていない 全くできていない 無回答 

できていない 
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(8) 子どもを取り巻く環境の問題点 

子どもを取り巻く環境で問題だと思うことに対して、「子どもが戸外で遊ぶことが少なくなっ

た」「自然にふれ合う機会が少なくなった」など、子どもが多様な体験を経験できる機会が少な

くなっていると感じる人が多くなっているとともに、「生活上の基本的なルール(あいさつ、マナ

ー等)を知らない子どもが多くなった」という回答も多くあります。 

図表 13 問題と思う子どもを取り巻く環境の変化 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

(9) 不登校児数の推移 

県内の小中学校における不登校児数は、小学校についてはこの 10 年で一貫して減少傾向にあ

り平成 20 年には 763 人となっています。中学校については、平成 17 年に 4335 人まで減少し、

その後は微増傾向にあります。 
 

図表 14 不登校児数の推移（兵庫県） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

資料：学校基本調査（文部科学省）
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生活上の基本的なルール(あいさつ、マナー等)
を知らない子どもが多くなった 

塾や習い事で時間的な余裕がなくなった 

非行が低年齢化している 

世代間の交流が少なくなった 

子どもが集団体験をする機会が少なくなった 

学校 5 日制の影響などで平日の子どもの遊ぶ

時間が少なくなった 

資料：子育てに関する意識調査（H15 子ども未来財団）

全体(n=1244) 

女性(n=625) 

男性(n=619) 
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(10) 非正規雇用者の割合 

県内の非正規雇用者の割合は、35 歳～44 歳、65 歳以上の女性以外の年齢層において、平成

19 年は 14 年と比較し増加しています。また、男性より女性の非正規雇用率が高いことが明らか

となっています。 

図表 15 年齢別男女別非正規雇用者の割合（兵庫県） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
(11) 結婚に対する意欲 

34 歳未満の未婚者の男女を対象とした調査において、「いずれ結婚するつもり」と回答した人

の割合は、男性 87.0%、女性 90.0%となっています。 

図表 16 男女別結婚に対する意欲 
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H14男性 H19男性 H14女性 H19女性

資料：就業構造基本調査（総務省）

90.0%
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7.1%

4.3%

5.9%
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女性
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いずれ結婚
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つもりはない 不詳

資料：第 13 回出生動向基本調査（H17 国立社会保障･人口問題研究所研究所）
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(12) 未婚者が結婚できない理由 

未婚者に現在独身にとどまっている理由をたずねたところ「適当な相手にまだめぐり会わな

い」という理由を挙げる者が半数程度おり、続いて「結婚資金が足りない」「異性とうまく付き

合えない」の順となっています。 

図表 17 恋人・婚約者の有無別踏み切らない理由 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
(13) 子育て世代女性のうち働きたい人の割合と働いている人の割合 

30 代から 40 代の女性を対象にした調査において、働きたい人と実際働いている人の割合は、

子どもが 3 歳以下では 42.4%、25.1%、4 歳から就学前では 72.3%、37.4%、小学生では 90.6%、

44.1%、中学生では 95.1%、45.7%となっており、子どもが大きくなるほど働きたい人と働いて

いる人の割合の差が大きくなっています。 

図表 18 30 代～40 代女性の理想の働き方 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

資料：第 13 回出生動向基本調査（H17 国立社会保障･人口問題研究所研究所）
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結婚生活のための住居のめどがたたない 

親や周囲が結婚に同意しない 
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図表 19 30 代～40 代女性の現実の働き方 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

(14) 近所付き合いの程度 

近所付き合いの程度を聞いたところ、「親しくつき合っている」が 75 年には 52.8%と半数を

超えていたが、平成 9 年には 42.3％になっています。また別の調査で隣近所の人とどれくらい

行き来しているか聞いた結果、「よく行き来している」、「ある程度行き来している」が平成 12
年には 54.6％、平成 19 年には 41.6%となっており、近所付き合いが希薄化していることを示し

ています。 

図表 20 近所付き合いの程度の推移 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

資料：女性のライフプランニング支援に関する調査報告書（H19 内閣府）

資料：社会意識に関する世論調査（S50 S61 H9 内閣府）

国民生活選好度調査（H12 H19 内閣府）
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(15) 子どもをもつ親にとってあればよいと思う地域活動 

子育てを社会全体で支援するため、子を持つ親にとってあればいいと思う地域活動について聞

いたところ、「子育てに関する悩みを気軽に相談できる活動」が 60.9%と最も高く、続いて、子

育てをする親同士が話ができる仲間づくりの活動」、「不意の外出の時などに子どもを預かる活

動」となっています。 

図表 21 子どもを持つ親にとってあればいいと思う地域活動 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
(16) 人間関係が難しくなった原因 

人間関係が難しくなった理由について尋ねたところ、「人々のモラルの低下」が 55.6％と割合

が最も高く、次いで「地域のつながりの希薄化」（54.3％）、「人間関係を作る力の低下」（44.5％）、

「核家族化」（41.8％）、「親子関係の希薄化」（27.5％）など、家族、地域、職場内におけるつな

がりの希薄化を挙げる人が多くなっています。 

図表 22 人間関係が難しくなった要因 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

資料：少子化対策に関する特別世論調査（H17、H21 内閣府）

子育てに関する悩みを気軽に相談できるような活動 

子育てをする親同士が話ができる仲間づくりの活動 

不意の外出の時などに子どもを預かる活動 

子育て家庭の家事を支援する活動 

子どもにスポーツや勉強を教える活動 

子育てに関連した情報を簡単に入手しあえるような活動 

子どもと遊んでくれる活動 

平成 21 年 1 月調査（N=1,781 人） 平成 16 年 9 月調査（N=2,108 人） 

人々のモラルの低下 

地域のつながりの希薄化 

人間関係を作る力の低下 

核家族化 

ビデオ、テレビゲームなどの普及 

親子関係の希薄化 

学校など教育環境の悪化 

職場環境の悪化 

兄弟姉妹の不在 

その他 

分からない 

資料：安全・安心に関する特別世論調査（H16 内閣府）
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(17) 新ひょうご子ども未来プラン策定に向けたリレートーク意見等 

多くの県民から、少子対策・子育て支援でさらに取り組むべき課題などの意見を得て、新プランに反

映させるため、21 年 6 月から 11 月にかけて、県内各地で様々な団体やグループなどから、順次意見交

換を行いました。また、意見募集チラシを県内各地に配布し、多くの方々から意見をいただきました。 

     ○ 開催回数：５６回 

     ○ 延べ参加人数：2,316 人 

     ○ 意見数：1,067 件 

         うちリレートークでの意見：609 件、意見募集チラシによる意見：458 件（256 人） 

     ○ 意見の内訳（内容別） 
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  新プランでは、少子化問題を取り巻く現状を踏まえ、子育ての「質」と子どもの「数」という少 

 子化問題の両面からの課題に対応するため、「理念目標」と「出生数目標」の２つのプラン全体に 

 かかる目標を掲げ、少子対策の取り組みを進めます。 

   

  １ 理念目標（基本的な考え方） 

   新プランでは、次の３つの基本的な考え方を取り組みの目標に据え、重点的に取り組みます。 

 

 

 

 

 

  ２ 出生数目標 

   新プランでは、次の出生数目標を掲げて、少子対策・子育て支援策を推進します。 

 

 

 

 

  ３ めざす社会像 

みんなで取り組む少子対策により、県民が安心と喜びをもって子どもを生み育てていける社会

をめざします。 

   (1) 安心できる妊娠・出産環境により、すべての親子がともに喜び、ともに成長できる社会 

    ・安心して出産し、産後が過ごせる環境 

    ・親が育児の知恵・方法を習得し、ゆとりをもってできる子育て 

 

   (2) 保育や小児医療システム等が整った安心できる社会 
    ・必要な時にいつでも受けられる保育サービス 

    ・どこにいても安心の小児医療サービス 

    ・発達障害等への適切な支援 

 
   (3) 子どもたちが体験を通じて豊かな人間性を育みながら成長できる社会 
    ・多くの経験を重ねながら育つ子どもたち 

    ・自尊感情をもって育っていく子どもたち 

 
   (4) 若者たちが安心して結婚し、安定した家庭を築くことができる社会 
    ・若者が安心して家庭を持つための経済的な安定 

    ・結婚相手と出会うための多様な機会 

 

   (5) 父親も母親も子育てと仕事のバランスをとって充実した生活ができる社会 
    ・結婚・出産後も子育てと仕事が両立できる環境 

    ・子育てで離職したのちの円滑な再就業 

 

   (6) かけがえのない大切なものを次代につなぎ、みんなで子どもたちと子育てを支える社会 
    ・次世代の子どもたちを大切に育てるための社会全体による協働 

    ・地域ぐるみの児童虐待防止等への取り組み 

 

第３章 新プランの目標 

(1) 子育て支援制度の充実や働き方の見直しにより、子育て支援環境を整備すること 

(2) 家庭・地域・職域で共感をもって子どもたちを包む、安心と喜びの子育てを進めること

(3) 家族や地域の大切さ、失ってはならないかけがえのないものを次世代につなぐこと 

平成 23～27 年までの５年間で ２４万人 （年間４.８万人） 
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１ 施策体系 
  県民が使いやすく、すぐに役立つよう県民ニーズの高い分野から取りまとめた取り組みの６本柱 

 とアクション 25（支援項目）に沿って施策を推進します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２ 具体的な施策内容 

  （以下、調整中） 

 

第４章 施策体系と具体的な施策内容 

 

Ⅰ 親子ともにすくすく・いきいき育つ
～こんにちは、ひょうごの赤ちゃん～

Ⅲ たくさんの人間関係のなかで、体験を重ねる子

どもたち 

Ⅳ たくましく自立するひょうごの若者 

Ⅴ 生活を豊かにする子育てと仕事のバランス 

Ⅵ 家庭と地域が包む、安心の子育てへ 

 ～“良きおせっかい社会”による家庭応援～ 

Ⅱ 子どもの成長を支援する安心・確実な社会シ

ステム 

かけがえのないものを次代につなぐ思い
を共有し、“良きおせっかい社会”による
安心と協働の子育てを推進します。 

男女ともの働き方を見直し、子育てと仕事
のバランスがとれた環境づくりを推進し
ます。 

就業へのサポートと、出会い・結婚への支
援を行い、未来を担う若者の自立を応援し
ます。 

さまざまな体験や交流を通じた豊かな人
間性づくりや仲間づくり、子どもの悩みな
どへの適切なサポートを行います。 

親の子育て
力アップと
親子の仲間
づくりへ 

安 心 の 妊

娠･出産を

４ 親子の仲間づくりと子育て相談 

５ 基本的生活習慣を取り戻す 

６ 親の子育て力アップを応援 

12 学校教育での様々な体験活動は 

13 地域における体験の場づくりを 

14 確かな学力の確立や豊かな心の充実へ 

15 子どもたちの心を支えるシステムは 

16 若者の就業支援は 

17 出会い結婚の支援は 

18 結婚・子育てを支える住まいは 

19 子育てと仕事が両立できる職場環境

づくりへ 

20 子育て後の再就業は 

21 かけがえのないものを次代につなぐ

家庭・地域づくりへ 

22 “地域祖父母”の活躍を 

23 大切な子どもと家庭を守るセーフティネ

ットは 

24 

 

 

 

25 子育てを大切にする社会への協働 

１ 安心のマタニティライフへ 

２ 不妊に悩む夫婦への支援は 

３ 出産直後の支援は 

７ 保育所整備等の確実な推進を 

８ すべての子どもたちのための保育など

のサービスを 

９ 子どもたちのための安心の医療へ 

10 障害児への支援は 

11 子育てを応援する経済的支援は 

〔6 本柱〕 〔アクション25(支援項目)〕 

だれもが安心して妊娠･出産
を迎え、子どもはすくすく、
親はいきいきと、ともに喜び、
ともに成長するための支援を
します。 

①子どもたちの安全を守る 
②地域コミュニティの拠点づくりは 
③安心のユニバーサル社会を 

安心のまちづくりは 

確実な保育サービス、小児医療体制の強化、
障害児への支援など、子どもの成長を見守
る安心・確実な環境づくりを進めます。 



ひょうご子ども未来プラン 新旧柱立て比較 

 

Ⅱ 子どもの成長を支援する安心・確実な社会システム

Ⅱ 子どもを生み育てることへの支援 

(3) 家庭の子育て力の再生 

(4) 保育サービスの充実 

(5) 地域ぐるみの子育て支援の充実 

(6) 子育てと仕事の両立支援 

Ⅲ 子どものすこやかな育ちへの支援 

 

Ⅳ 社会システムの再構築 

 

 

Ⅰ 親子ともにすくすく・いきいき育つ

Ⅲ たくさんの人間関係のなかで、体験を重ねる子
どもたち 

Ⅳ たくましく自立するひょうごの若者 

Ⅴ 生活を豊かにする子育てと仕事のﾊﾞﾗﾝｽ 

Ⅵ 家庭と地域が包む、安心の子育てへ 

 

１ 安心の妊娠・出産を 
(1) 安心のマタニティライフへ 
(2) 不妊に悩む夫婦への支援は 
(3) 出産直後の支援は 

２ 親の子育て力アップと親子の仲間づくりへ
(4) 親子の仲間づくりと子育て相談 
(5) 基本的生活習慣を取り戻す 
(6) 親の子育て力アップを応援 

(12) 学校教育で様々な体験活動は
(13) 地域における体験の場づくりを 
(14) 確かな学力の確立や豊かな心の充実へ 
(15) 子どもたちの心を支えるシステムは 

(16) 若者の就業支援は 
(17) 出会い結婚の支援は 
(18) 結婚・子育てを支える住まいは 

(19) 仕事と子育てが両立できる職場環境づくりへ
(20) 子育て後の再就業は 

(21) かけがえのないものを次代につなぐ家庭づく
りへ 

(22) “地域祖父母”の活躍を 
(23) 大切な子どもと家庭を守るセーフティネットは
(24) 安心のまちづくりは 
  ①安心のユニバーサル社会を 
  ②子どもたちの安全を守る 
  ③地域コミュニティの拠点づくりは 
(25) 子育てを大切にする社会への協働 

(7)  保育所整備等の確実な推進を
(8)  すべての子どもたちのための保育などの 
    サービスを 
(9)  子どもたちのための安心の医療へ 
(10) 障害児への支援は 
(11) 子育てを応援する経済的支援は 

(7) 子どもを守る基盤づくりの推進 

(8) 豊かな人間性を育む環境の充実 

(9) すこやかに育つためのまちづくりの推進 

(10) 社会システムの再構築による子育
て支援の強化 

現プラン 新プラン 

Ⅰ 未来の親づくりへの支援 

 

 

(2) 若者の自立支援 

(1) 未来の親への支援 

資料３
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リレートーク開催結果について 

 
 
１ 開催回数：56 回（6.11～10.17） 
 

２ 参加人員：2,316 人 
 

３ 意見数 

総数：1,067 件 
リレートーク：609 件 
意見募集：458 件（256 人） 

 

４ 意見の分類 

⑦　経済的支
援 6%

⑧　小児科･
産科医確保

4%

⑥　保育サー
ビスの拡充

10%

⑤　仕事と子
育ての両立

10%

④　子どもの
健康でたくま
しい成長 13%

③　親の子育
て力向上や

家庭の大切さ
14%

②　出会い結
婚支援 15%

①　地域での
子育て支援
の強化 18%

⑩　その他
7%

⑨　妊娠・出
産の支援 3%

資料４
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５ 主な意見 

項 目（件数） 

Ⅰ 親子ともにすくすく・いきいき育つ ～こんにちは、ひょうごの赤ちゃん～ （２０４） 

 ［安心の妊娠・出産を］（５０） 

 
 

 １ 安心のマタニティライフへ 
   ○お産できる場所(産科医)等の確保 

 

 
 ２ 不妊に悩む夫婦への支援は 

   ○高額な治療費用がネック 

 

 
 ３ 出産直後の支援は 

   ○どこにも出てこない親への対策 

 ［親の子育て力アップと親子の仲間づくりへ］（１５４） 

 
 
 

 ４ 親子の仲間づくりと子育て相談 
   ○安全で母親・子ども・高齢者が気軽に集まれる場が必要 
   ○保健師やカウンセラーと話せる機会の拡充が必要 

 

 
 ５ 基本的生活習慣を取り戻す 

   ○みんな揃って食べることが必要 

 

 
 

 ６ 親の子育て力アップを応援 

   ○親の子育てが他人任せになっている(保育等至り尽くせりの弊害) 
   ○各種施策が知られていない(伝われば親も安心) 

Ⅱ 子どもの成長を支援する安心・確実な社会システム （３０５） 

 
 
 
 

 ７ 保育所整備等の確実な推進を 
   ○認可保育所の整備推進(待機児童の解消) 
   ○保育料の負担が大きい(軽減を) 
   ○幼稚園の時間や年数の延長 

 

 
 

 ８ すべての子どもたちのための保育などのサービスを 

   ○放課後子どもプラン事業の拡大(箇所、時間等) 
   ○子どもを預けて気を抜くことのできる機会づくりが必要 

 

 
 

 ９ 子どもたちのための安心の医療へ 

   ○医療体制の確保が必要(患者数が多い、場所が遠い(特に郡部)) 
   ○乳幼児等医療費助成の対象年齢・内容の拡大 

 

 
 10 障害児への支援は 

   ○障害者教育はすべての子ども・学校が理解することが大切 

 

 
 

 11 子育てを応援する経済的支援は 

   ○子育てにお金がかかる(不安の除去、補助拡大が必要) 
   ○保育料・医療費、教育費等の引き下げ等の支援 

Ⅲ たくさんの人間関係のなかで、体験を重ねる子どもたち （６１） 

 
 

 12 学校教育での様々な体験活動は 
   ○働く姿が身近に見られる等、トライやる・ウィークは有用 

 

 
 13 地域における体験の場づくりを 

   ○自然の中で汚れることを気にせず、子ども同士で遊ぶことが重要 
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 14 確かな学力の確立や豊かな心の充実へ 

   ○苦しくても頑張ろうの忍耐精神が必要 

 
 

 15 子どもたちの心を支えるシステムは 

   ○学校での対策を強化する必要がある 
Ⅳ たくましく自立するひょうごの若者 （１３４） 

 
 
 

 16 若者の就業支援は 
   ○就業の場の確保が必要(大学卒業にふさわしい) 
   ○正規雇用・安定雇用(生活)が必要(子どもを生むためには) 

 

 
 

 17 出会い結婚の支援は 

   ○出会い事業の推進(結婚相談の全県的取り組み等) 
   ○強くなった女性への対応(男性が元気なし) 

 

 
 18 結婚・子育てを支える住まいは 

   ○公営住宅の入居料軽減措置が必要 

Ⅴ 生活を豊かにする子育てと仕事のバランス （５８） 

 
 
 

 19 子育てと仕事が両立できる職場環境づくりへ 
   ○現実には育休の取れない職場もある（事業主の都合等） 
   ○両立支援の強化(母親も仕事をしないと生活できない) 

 

 
 20 子育て後の再就業は 

   ○大企業でも再就業を容易にしてほしい 

Ⅵ 家庭と地域が包む、安心の子育てへ ～“良きおせっかい社会”による家庭応援～ （２２５）

 
 
 

 21 かけがえのないものを次代につなぐ家庭・地域づくりへ 
   ○子どもを生み、生命を繋ぐことの大切さという倫理観の尊重 
   ○30～40 歳の父親は、職場だけでなく家庭でも重要戦力 
   ○中・高校生時の乳幼児の育児体験やふれあいが大切 

 

 
 

 22 “地域祖父母”の活躍を 

   ○地域で子どもを守り育てる意識が大切 

   ○子育て経験豊かな高齢者のアドバイスの場づくり 

 

 
 23 大切な子どもと家庭を守るセーフティネットは 

   ○困った時はまず民生児童委員に相談を 
 

 

 
 

 24 安心のまちづくりは 

［①子どもたちの安全を守る、②地域コミュニティの拠点づくりは、③安心のユニバーサル社会を］ 

   ○子どもの安全確保のための仕組み強化が必要 

   ○公共施設のトイレや設備が小さな子どもに対応していない 

 

 
 25 子育てを大切にする社会への協働 

   ○施策をバランスよく組み合わせ、協働で支え合いを推進 

その他 （８０） 

 ○人口構成で高齢者が多くなることが心配 
○都市部と郡部で効果のある少子対策は異なる 
○昔は今のように子育てが問題になることはなかった 

 



<<
  /ASCII85EncodePages false
  /AllowTransparency false
  /AutoPositionEPSFiles true
  /AutoRotatePages /None
  /Binding /Left
  /CalGrayProfile (Dot Gain 20%)
  /CalRGBProfile (sRGB IEC61966-2.1)
  /CalCMYKProfile (U.S. Web Coated \050SWOP\051 v2)
  /sRGBProfile (sRGB IEC61966-2.1)
  /CannotEmbedFontPolicy /Error
  /CompatibilityLevel 1.4
  /CompressObjects /Tags
  /CompressPages true
  /ConvertImagesToIndexed true
  /PassThroughJPEGImages true
  /CreateJobTicket false
  /DefaultRenderingIntent /Default
  /DetectBlends true
  /DetectCurves 0.0000
  /ColorConversionStrategy /CMYK
  /DoThumbnails false
  /EmbedAllFonts true
  /EmbedOpenType false
  /ParseICCProfilesInComments true
  /EmbedJobOptions true
  /DSCReportingLevel 0
  /EmitDSCWarnings false
  /EndPage -1
  /ImageMemory 1048576
  /LockDistillerParams false
  /MaxSubsetPct 100
  /Optimize true
  /OPM 1
  /ParseDSCComments true
  /ParseDSCCommentsForDocInfo true
  /PreserveCopyPage true
  /PreserveDICMYKValues true
  /PreserveEPSInfo true
  /PreserveFlatness true
  /PreserveHalftoneInfo false
  /PreserveOPIComments true
  /PreserveOverprintSettings true
  /StartPage 1
  /SubsetFonts true
  /TransferFunctionInfo /Apply
  /UCRandBGInfo /Preserve
  /UsePrologue false
  /ColorSettingsFile ()
  /AlwaysEmbed [ true
  ]
  /NeverEmbed [ true
  ]
  /AntiAliasColorImages false
  /CropColorImages true
  /ColorImageMinResolution 300
  /ColorImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleColorImages true
  /ColorImageDownsampleType /Bicubic
  /ColorImageResolution 300
  /ColorImageDepth -1
  /ColorImageMinDownsampleDepth 1
  /ColorImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeColorImages true
  /ColorImageFilter /DCTEncode
  /AutoFilterColorImages true
  /ColorImageAutoFilterStrategy /JPEG
  /ColorACSImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /ColorImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /JPEG2000ColorACSImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /JPEG2000ColorImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /AntiAliasGrayImages false
  /CropGrayImages true
  /GrayImageMinResolution 300
  /GrayImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleGrayImages true
  /GrayImageDownsampleType /Bicubic
  /GrayImageResolution 300
  /GrayImageDepth -1
  /GrayImageMinDownsampleDepth 2
  /GrayImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeGrayImages true
  /GrayImageFilter /DCTEncode
  /AutoFilterGrayImages true
  /GrayImageAutoFilterStrategy /JPEG
  /GrayACSImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /GrayImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /JPEG2000GrayACSImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /JPEG2000GrayImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /AntiAliasMonoImages false
  /CropMonoImages true
  /MonoImageMinResolution 1200
  /MonoImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleMonoImages true
  /MonoImageDownsampleType /Bicubic
  /MonoImageResolution 1200
  /MonoImageDepth -1
  /MonoImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeMonoImages true
  /MonoImageFilter /CCITTFaxEncode
  /MonoImageDict <<
    /K -1
  >>
  /AllowPSXObjects false
  /CheckCompliance [
    /None
  ]
  /PDFX1aCheck false
  /PDFX3Check false
  /PDFXCompliantPDFOnly false
  /PDFXNoTrimBoxError true
  /PDFXTrimBoxToMediaBoxOffset [
    0.00000
    0.00000
    0.00000
    0.00000
  ]
  /PDFXSetBleedBoxToMediaBox true
  /PDFXBleedBoxToTrimBoxOffset [
    0.00000
    0.00000
    0.00000
    0.00000
  ]
  /PDFXOutputIntentProfile ()
  /PDFXOutputConditionIdentifier ()
  /PDFXOutputCondition ()
  /PDFXRegistryName ()
  /PDFXTrapped /False

  /CreateJDFFile false
  /Description <<

    /BGR <>
    /CHS <FEFF4f7f75288fd94e9b8bbe5b9a521b5efa7684002000410064006f006200650020005000440046002065876863900275284e8e9ad88d2891cf76845370524d53705237300260a853ef4ee54f7f75280020004100630072006f0062006100740020548c002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e003000204ee553ca66f49ad87248672c676562535f00521b5efa768400200050004400460020658768633002>
    /CHT <FEFF4f7f752890194e9b8a2d7f6e5efa7acb7684002000410064006f006200650020005000440046002065874ef69069752865bc9ad854c18cea76845370524d5370523786557406300260a853ef4ee54f7f75280020004100630072006f0062006100740020548c002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e003000204ee553ca66f49ad87248672c4f86958b555f5df25efa7acb76840020005000440046002065874ef63002>
    /CZE <>
    /DAN <>
    /DEU <>
    /ESP <>
    /ETI <>
    /FRA <>
    /GRE <>

    /HRV (Za stvaranje Adobe PDF dokumenata najpogodnijih za visokokvalitetni ispis prije tiskanja koristite ove postavke.  Stvoreni PDF dokumenti mogu se otvoriti Acrobat i Adobe Reader 5.0 i kasnijim verzijama.)
    /HUN <>
    /ITA <>
    /JPN <FEFF9ad854c18cea306a30d730ea30d730ec30b951fa529b7528002000410064006f0062006500200050004400460020658766f8306e4f5c6210306b4f7f75283057307e305930023053306e8a2d5b9a30674f5c62103055308c305f0020005000440046002030d530a130a430eb306f3001004100630072006f0062006100740020304a30883073002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e003000204ee5964d3067958b304f30533068304c3067304d307e305930023053306e8a2d5b9a306b306f30d530a930f330c8306e57cb30818fbc307f304c5fc59808306730593002>
    /KOR <FEFFc7740020c124c815c7440020c0acc6a9d558c5ec0020ace0d488c9c80020c2dcd5d80020c778c1c4c5d00020ac00c7a50020c801d569d55c002000410064006f0062006500200050004400460020bb38c11cb97c0020c791c131d569b2c8b2e4002e0020c774b807ac8c0020c791c131b41c00200050004400460020bb38c11cb2940020004100630072006f0062006100740020bc0f002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e00300020c774c0c1c5d0c11c0020c5f40020c2180020c788c2b5b2c8b2e4002e>
    /LTH <>
    /LVI <>
    /NLD (Gebruik deze instellingen om Adobe PDF-documenten te maken die zijn geoptimaliseerd voor prepress-afdrukken van hoge kwaliteit. De gemaakte PDF-documenten kunnen worden geopend met Acrobat en Adobe Reader 5.0 en hoger.)
    /NOR <>
    /POL <>
    /PTB <>
    /RUM <>
    /RUS <>
    /SKY <>
    /SLV <>
    /SUO <>
    /SVE <>
    /TUR <>
    /UKR <>
    /ENU (Use these settings to create Adobe PDF documents best suited for high-quality prepress printing.  Created PDF documents can be opened with Acrobat and Adobe Reader 5.0 and later.)
  >>
  /Namespace [
    (Adobe)
    (Common)
    (1.0)
  ]
  /OtherNamespaces [
    <<
      /AsReaderSpreads false
      /CropImagesToFrames true
      /ErrorControl /WarnAndContinue
      /FlattenerIgnoreSpreadOverrides false
      /IncludeGuidesGrids false
      /IncludeNonPrinting false
      /IncludeSlug false
      /Namespace [
        (Adobe)
        (InDesign)
        (4.0)
      ]
      /OmitPlacedBitmaps false
      /OmitPlacedEPS false
      /OmitPlacedPDF false
      /SimulateOverprint /Legacy
    >>
    <<
      /AddBleedMarks false
      /AddColorBars false
      /AddCropMarks false
      /AddPageInfo false
      /AddRegMarks false
      /ConvertColors /ConvertToCMYK
      /DestinationProfileName ()
      /DestinationProfileSelector /DocumentCMYK
      /Downsample16BitImages true
      /FlattenerPreset <<
        /PresetSelector /MediumResolution
      >>
      /FormElements false
      /GenerateStructure false
      /IncludeBookmarks false
      /IncludeHyperlinks false
      /IncludeInteractive false
      /IncludeLayers false
      /IncludeProfiles false
      /MultimediaHandling /UseObjectSettings
      /Namespace [
        (Adobe)
        (CreativeSuite)
        (2.0)
      ]
      /PDFXOutputIntentProfileSelector /DocumentCMYK
      /PreserveEditing true
      /UntaggedCMYKHandling /LeaveUntagged
      /UntaggedRGBHandling /UseDocumentProfile
      /UseDocumentBleed false
    >>
  ]
>> setdistillerparams
<<
  /HWResolution [2400 2400]
  /PageSize [612.000 792.000]
>> setpagedevice




